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３年ぶりの開催となった木之本大花火大会。だんない近くの田んぼ道から見る花火は、なんともわびさび

と余韻いっぱいで、しっぽりと懐かしさも感じながら、この３年間がハイライトのようによみがえってきま

した。小さめで、控えめな花火が、木之本らしさを映し出しているようで、ぽろっと涙が出そうになりまし

た。「よしっ！来年の花火まで、また活動がんばるぞ！」と気持ちを新たにしたところです。みなさんは、

３年ぶりに行動制限がない夏をどのように過ごされたでしょうか。 
コロナの高止まりも予想されている中、だんないとしてはできる限り活動を止めずに外に目を向けよう

と、メンバーそれぞれが活動に取り組んでいます。バーベキューや、ちょこっとまつり、千田サロンなど、

今年は開催にこぎつけられています。参加いただいた地域の方々やスタッフの笑顔と達成感を持った様子

を見ると、「やって、よかったなぁ」とつくづく感じます。今後も、「きものDEだんない」、「サラダパンカ

ップ」、「ポジティブ生活文化交流祭」、「交流会」と、年末までワクワクする恒例イベントが続くので、心待

ちにして準備を進めたいです。来年３月には、周年記念シンポジウムも計画中です。「外に目を向けてこそ、

CＩL！」という思いに立ち返って、いろんな仕掛けをみんなで練ろうと思います。 
９月から11月にかけては、介助者研修を三本立てで実施します。９月は、日常生活支援ネットワークパ

ーティ・パーティの椎名氏。10 月は、YOLO・FUKUI の北山氏。11 月には、日本自立生活センター（Ｊ

CＩL）の渡邉氏。この３名の方から、普段の介助を振り返り、利用者と介助者の関係性や、介助のあり方

について改めて見つめ直すきっかけにしたいと考えています。今から楽しみにしています。 
この夏、ある利用者がコロナに罹患されました。同じころ職員２名も罹患しました。ヘルプのグループ化・

限定化や、ガウンテクニックなどの感染対策の強化を含め、シフトが乱れて混乱しそうになりました。しか
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し嬉しかったことは、夏休みで何かと忙しいときにもかかわらず、職員みんな文句ひとつ言わずに働いてく

れたことです。それどころか、「この時間、入りましょうか？」とか、「朝夜の中抜けしましょうか？」とい

う言葉が聞かれました。涙が出るほど、嬉しかったです。12年間、CＩLとしてやってきて、職員にその思

いが確かに伝わっていることに嬉しさと誇りを感じた瞬間でした。 
世界では、８月22日・23日と、権利条約に基づいて日本がどれほど取り組んでいるかを調査する国連の

権利委員会による審査がありました。委員からの質問に対して、日本政府は論点ずらしや事実と異なる答弁

を繰り返すなど、私たちを失望させるような結果になったそうです。「日本の入所施設は桜が見られるから

問題ない」というような首をかしげるような珍答弁もあったようです。とはいえ、これに基づいて、近く権

利委員会から日本政府に対して何らかの勧告が出ると思うので、これを私たちが活動にどのように活かせ

るかがポイントになりそうです。 
長浜・滋賀県・日本・世界と、あらゆるレベルでいろいろな動きはありますが、できる限りのアンテナを

張り巡らせながら「外に目を向けた活動」を展開していきたいと思っています。木之本の花火を見たあとの

帰り道、そんな思いを巡らせながら、レバーを足で操作するのでした… 

美濃部 裕道（みのべ ひろみち） 

 

 

 

抱負 

栗原 来斗（くりはら らいと） 

今年から一緒に働かせていただいている栗原です。まだ慣れないことばかりですが仕事に早くなれるよ

うに努力したいです。福祉関係では働くのはだんないが初めてで今まで福祉についてあまり知らなかった

のですが、バリアフリーや権利、コミュニケーションなど多くのことを学び経験することができるのでうま

く吸収して自分の力にできるようにしていきたいです。特に生活介助は人と人との関わりがとても大切な

ことだと感じたので相手の気持ち、意見を尊重しそのことを考えた最善な行動ができるようになりたいで

す。 
短い間ですがこれからよろしくお願いします。 

 

新生活スタート！！！※タイトルと内容は異なります。五十嵐 美里（いがらし みさと） 

だんないの職員になり９月で1年９ヶ月が経ちました。春頃からだんないでの活動が活発になっていき、それ

に関わらせていただくことも増えました。それぞれ意味をもった取り組みであることも学び、より多くの人に知

ってもらいたいと思えるようになりました。【たのしむ、かえる、つながる】をしっかり理解し、これからもだん

ないの同じ仲間として当事者さんと一緒に盛り上げていきたいです。 
また、だんない介助者としてもいろいろ考えさせられるときもあります。それでいいと思います。一言でいう

と「奥が深い」です。これからも皆さんで模索しながらだんないの介助をより良くしていきたいです。 
職員リレートークを書かせていただくのは今回で二回目となりました。次書くときはさらにだんないの魅力をう

まく伝えられるようになれたらいいなと思います！ 
 ・・・そしてタイトルについてですが・・・、私事ですが９月から一人暮らしを始めました！当事者さん達の

自立生活を見習ってこれからも頑張って自分らしく活きていきたいです！ 

 

職員リレートーク 
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外
まち

の風にふかれて 

福井 千尋（ふくい ちひろ） 

だんないの道、二回目の職員リレートークが回ってきました。 
未だコロナ禍ではありますが、活動も余暇も更に活発になり、それにともなって外出する機会もぐんと増

え、毎日外出介助に生活介助にと慌ただしくも楽しく過ごしています。 
７月は福井県のＹＯＬＯ・ＦＵＫＵＩさんに研修の打ち合わせに行ってきました。色々なお話を聞かせて

いただく中で、規模がだんないに近いということもあり、今の自分に重ね合わせて考えられる部分がとても

多かったです。ＹＯＬＯさんはＣＩＬではありませんが、だんないと似ている部分と違う部分を感じた上で、

改めてだんないらしさや、だんないだから出来ることを大事にしたいと前向きな気持ちになりました。１０

月に研修を受けさせていただくのを楽しみにしています。 
８月には美濃部さんの野球観戦に同行するため、東京に行きました。 
野球に詳しいわけではなく、今まであまり興味もなかったのですが、初めて生で見る試合は熱気と迫力が

すさまじく、４時間があっという間でした。その他にも、お茶したいと思った時にふらりとカフェに入るこ

とが出来たり、そこでバリアフリーや接遇について自分達が暮らしている場所との違いをお話したり、すご

く良い経験になりました。 
私がだんないに入ったのは、ちょうどコロナが流行し始めた頃で、仕事でもそれ以外でも外に出てなにか

するということはほとんどありませんでした。それに対して「仕方ない」という気持ちでいたのですが、今

その重要性を身に染みて感じています。外に出ることは楽しいだけではなく、新たな出会いや発見に繋がり、

様々な場面に遭遇し、色んな人の考え方に触れ、自分もまた考えさせられることの連続です。 
日々の生活や仕事の繰り返しで、凝り固まった思考になってしまわないよう、今後も積極的に外に目を向

けていきたいと思います。 
 

 
福井の街並 
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ホッとした 

山田 やよい（やまだ やよい）  

怒涛
ど と う

のような夏が終わりました。 

「夏休みが終わってホットした｣ 

主婦のお母さんは誰もが口にすることばです。 

そんな時にリレートークを書いて欲しいと声をかけていただきそのまま今の気持ちを書いてみたいと思い

ました。 

 

我が家には 4人の子供がいます。 

すっかり大きくなってくれた高校生以上の子供３人と歳の離れた小学生がいます。今はその小学生が夏休

みともなると気掛かりが増えるわけです。大きい子たちはそれぞれです。夏を謳歌する子供たち。『大きく

なったのにどうして大変なのだろう？』と疑問がよぎる日々。そして答えをだす間もなくやり過ごす毎日。

『自分の時間も欲しい！！』これが本音です。 

 

ちょうど２０２２年も半ばが過ぎ、もう来年の抱負を考える頃ですが、今年のスローガンは『ひとりひとり

が役割をにないみんなで動き出す』でした。『役割をになう』という言葉がだんないのスローガンにも掲げ

ているように、これは仕事、(だんない)や家庭の中でも私のテーマです。この夏は、特にそんな言葉を頭に

置きながら、毎日毎日必死なところでした。プラスαの夏です。 

いつもなら自分がやってしまうことも、周りに(こどもたちに)お願いできることを少しでも探して、頼むこ

とから始めました。大学生、高校生に小学生の子の見守りや送迎を、次は家事、料理を担ってもらうという

ことです。気まぐれではありますが、高校生の男の子もお料理にチャレンジして、私の家事を手伝ってもら

い、ほんのわずかな時間(しばり)に心のゆとりをもらいました。・・・普段は話さない事情、表と裏です笑。 

 

ふと切り替えて仕事に行くと、最近の“だんない”は・・・７月、コロナ禍から抜け出し、ようやく動き出

したという印象を持ち、いよいよ活動が始まったという言葉がふさわしいと思っています。コロナ禍のこの

２年は色々な体制を整え、内部の体制が強化されました。外部研修に出かけて行ったり、内部で研修を行な

ったり、〝これまでよりもっとプラスα″を考えられるようになっています。 

 

そんな今だからこそ、仕事に専念できる環境が出来つつあり、イベントに専念できます。そして当事者の皆

さんの生活を整えながら、活動する体制を役割分担し、だんないの道“次の１０年”を過ごしていきたいで

す。心にゆとりが持てるとまた“前に進める”のです。 

 

そんなことで夏（休み）を終えてふと感じられたことは、『仕事も家庭も人と比べるのではなく、今できる

こと目の前のやるべきことを見極めて動く。そして昨日より今日。過去の自分より、1歩前進していたら良

かったと思う。自分にも、家族にも、自分も周囲の人へも、褒めて認め、そしてただ感謝！』です。仕事も

家庭も同じ、失敗や反省を活かしながら、一人でやるという孤独を感じないような共有できるような時間や

環境がとても大切だと感じています。 

今、だんないが 1年、5年、10年と歩み、これまであまり後ろを振り返ることない時間でしたが、今、ふと

立ち止まり、コロナ禍の新しい形を考える時間がもてたと思っています。心は穏やかにこれからも 1歩いっ

ぽ前進していけるように、日々を過ごしていけたら良いなぁと思います。 

 

そんな気持ちで毎日仕事をしていたらだんないの環境が今、とても穏やかに感じます。だんないの周りも季

節を感じられるようになってきました。職員が交代で花壇の水やりをしたり、草取りや芝刈りもしています。

今まで行き届かなかった環境整備がされていくと、ささやかなことでモチベーションが上がり『頑張ろう！』
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と思えます。『役割をになう』という言葉がだんないのスローガンにも掲げているように、これは仕事、だ

んないや家庭の中でも私のテーマです。一人ではないみんなの力で成し遂げられることが大事です。 

 

秋には、月ごとにイベントも企画され、来年には３年ぶりのシンポジウムも開催予定です。少しずつ“だん

ない”も動き始めています。そんな“だんない”に皆さん��足を運んでいただきたいと思います。 

 

これからもどうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

７月１日 グループホーム「ソーシャルインクルーホーム長浜高月町」訪問 

２日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 湖北地域生活塾 

 木之本 福祉の会 

６日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議 ㏌さざなみ 

 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 

発達障害者支援部会 事務局会議 

８日 千田サロン 生き生きサロン 

１２日 米原市権利擁護センター運営委員会 

１３日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 当事者事務局会議 

１４日 湖北圏域しょうがい福祉サービス事業所等従事者向け 基礎講座 

１５日 木之本小学校打ち合わせ 

１６日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 湖北地域生活塾 

１８日 千田男性サロン 元気マンサロン 

 だんないBBQ 

２０日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 １００人部会 

２１日 企画会議 

 啓発活動 ㏌ ビック高月 

２２日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 

 発達障害者支援部会 事務局会議 

24日  ネイルサロン 

25日 ピアピア 

28日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 

重介護・医療ケア検討部会 研修会 

29日 YＯＬＯ・ＦＵＫＵＩ研修打ち合わせ 

３１日 リュートスター会議 

８月３日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議 

4日 障害福祉研修 

5日 夕涼み会 

6日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 湖北地域生活塾 

7日 「ともに学ぶ教育」を考える学習集会 in 茨木市福祉文化会館 

活動報告 
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8日 千田サロン 生き生きサロン 

10日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議 

12日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 当事者事務局会議 

 山東民生委員講演 ㏌山東庁舎 

17日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 運営委員会 ㏌ 長浜市役所 

グループホーム評価会議 

18日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 重介護・医療ケア検討部会 

19日 「長浜市手話言語条例」を検討する会懇談会傍聴 

 ピアピア 

22日 千田男性サロン 元気マンサロン 

24日 企画会議 

啓発活動 ㏌ 長浜駅 

25日 米原サポーター養成講座 

26日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 虐待防止分科会会議 

28日 平和堂ボッチャ 

 ネイルサロン 

29日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 発達障害者支援部会会議 

長浜米原しょうがい者自立支援協議会 権利擁護部会会議 

長浜市成年後見 運営委員会 

31日 ポジティブ祭出展説明会（Zoom参加） 

9月1日、２日 職員研修（虐待、ハラスメント防止・アドボケイト） 

 

開催予定のだんないイベント 

サロン      毎月 

着物でだんない     9 月 18 日 

まじボッチャ大会    10 月３日 

サラダパンカップ    10 月 22 日 

ハロウィン     10 月 30 日 

ポジティプ祭（大阪長居公園）   11 月 23 日 

当事者交流会     12 月３日 

書初め大会     １月予定 

しゃべり場     ２月予定 

１２周年記念シンポジウム   ３月４日 

よろしければご参加ください！ 
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挿絵・題字 五十嵐 美里（いがらし みさと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO 法人CIL だんない    〒529-0423 

代表 美濃部裕道 副代表 中川佑希     滋賀県長浜市木之本町千田６８１番４ 

理事 谷口健人、前田貴行、横山卓馬   TEL ： ０７４９－５０－３６３９ 

URL：cil-dannai.jp   FAX ： ０７４９－５０－３９６１ 

E-mail： info@cil-dannai.jp 

郵便振替口座番号：ゆうちょ銀行木之本支店 00940-2-209115  

加入者名    ：NPO 法人CILだんない 

編集後記 

 朝晩はすっかり涼しくなり、いよいよ夏が終わって秋がやってくるのだと、楽

しみでもあり、でも夏が終わってしまってちょっぴり寂しいような…。 

 いやいや！ここから職員研修や学校講演でのお話しや、いろんなイベント盛り

だくさん！きっとジェットコースターのように２０２２年も過ぎてしまうのだ

ろうなぁと思うと、寂しがっているばあいではなかった！！ 

おいしいものをたくさん食べて、よく眠り、よく活動して、秋を満喫するぞ！ 

（谷口） 


